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各事業で推進中の戦略を下期は更に深化

　

注：01/3～02/3は
　　旧セグメント
　　で食品は加工
　　食品・水産・
　　畜産を抜き出し
　　て表示、03/3と
　　04/3Eは新セグ
　　メント

（旧セグメント） （新セグメント）

１

セグメント別営業利益の推

1. 加工食品は調理冷凍食品で順調に進捗している家庭用・業務用それぞれの戦略を今後
も推進、製造コスト低減は新たに主力商品の原価を削減するプロジェクトに取り組む

2. 中間期に営業赤字の水産は、好採算の商材に注力し赤字幅の縮小に努める
3. 低温物流の保管型は業績改善に向けて集荷努力を徹底、流通型では新ビジネスモデル

『センター前センター』が０５／３上期に稼動開始へ

目標数値（連結、億円未満切り捨て）：

　　 ０３／３実績　　０４／３前回見込　　　　　　０４／３目標　　　　０３／３比

売上高 　 ５，６３４億円　　　５，２５７億円　　　　　　 ５，０６０億円　　　　 ９０％

営業利益 　 １８２億円 １８０億円　　　 １５６億円　　　　 ８５％

経常利益 　 １６２億円　　　　　１６５億円　　　 　１３７億円　　　　 　８４％

当期純利益　　　　　５２億円　 ８０億円　　 ５９億円　　　　 １１３％

有利子負債　　１，４５３億円　　 １，３５０億円 １，３５０億円　 ９３％
０４／３（前回見込）は８月４日に発表したもの



加工食品事業の戦略　　加工食品事業の戦略　　



04/3E　７５億円

その他－１３億円

ブランド費用－１０億円

原料コスト増－８億円

アセロラ減収－３億円

製造コストダウン

為替の変動＋６億円

調理冷食粗利率改善
＋２１億円

03/3　８２億円

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 億円

加工食品事業営業利益の対前期比増減要因

＜加工食品事業の戦略＞

加工食品は原料高を吸収し計画並の収益を確保

1. 調理冷凍食品の売上面の戦略進捗： 価値競争により売上の安定成長を実現
①家庭用はブランド育成推進、「お弁当にGood!」は０２／９比１１７％を実現、通期も目標の１０％増を上回る

②業務用は新カテゴリー戦略推進、選択した「得意な商品 Ｘ 伸びるマーケット」セグメントに集中が進む

2. 冷凍野菜はマーケット回復に遅れが見られ、当社も０３／３は上回るが当初目標には届かず

3. 冷夏の影響を受けたアセロラは０２／９比２１％減、通期を０３／３並みとした目標は下回る

4. 調理冷凍食品の利益面の戦略進捗： 利益を確実に生み出せる体質へ構造を転換
①単品別収益管理が進展、アイテムカットに加え不採算商品の改善を更に進める

②ニチレイフーズの製造コスト５％削減は、従来手法での進捗に鈍りが出ており、新たな取り組みを開始

5. 原料価格の上昇影響は、上半期のチキンに加えて下半期には米飯と牛肉が予想される

注：

01/3と02/3は旧

食品セグメント

中の加工食品サ

ブセグメントで営

業利益は開示し

ていない、03/3

と04/3は新セグ

メント

２

加工食品事業の売上高と営業利益推移
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＜加工食品事業の戦略＞

家庭用調理冷食はブランドの育成で売上を拡大

1.　家庭用調理冷食売上高の４０％を占めるお弁当向け商品を今春から「お弁当に

　　Good!」ブランドに統合、全品に着色料・保存料・化学調味料不使用がコンセプト、

０３／９は前期比１１７％、０４／３目標の０３／３比１０％増を更に上回る勢い

2.　商品購入金額調査では購入単価でも他社ブランドより下落幅が小さい

3.　値引販売をしない上等シリーズも０３／９は前期比１９３％を達成、採算面で貢献

4.　今後は他の商品群でも新たなブランド戦略を展開、 同水準のブランド費用を継

　　続し、中期的な効果を狙うとともに家庭用調理冷食全体の底上げを図る計画

３

「１００世帯あたり商品購入金額」の単価の前年比推移

100.1%

99.7%

98.4% 98.4%
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  当社　お弁当にＧｏｏｄ！   Ａ社  お弁当に   Ｂ社  お弁当に便利

  Ｃ社　愉快なキッチン   Ｄ社　お弁当大人気

１００世帯あたり商品購入金額の前年比推移

110.3%
112.0%

115.2%
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124.6%
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  Ｃ社　愉快なキッチン   Ｄ社　お弁当大人気

発売
発売

注：グラフはいずれもＳＣＩの調査データを当社で加工、「お弁当にＧｏｏｄ！」の２月以前はブランド統合前の該当商品のデータとなっている



＜加工食品事業の戦略＞

業務用は新カテゴリー戦略で売上構成改善が進む

1. 業務用調理冷食市場は外食業界が不振の一方、規模が拡大する業種や企業もあり全体

としてはまだら模様の状態

2. ニチレイは市場動向と自社の強みの分析を踏まえて、得意な商品群「メニュー」と惣菜・外

食などのユーザー業態から「伸びるマーケット」の組み合わせを選びだし「新カテゴリー」と

設定、経営資源を集中しその売上構成比を高めることで、飽和状態の市場で利益を確保し

つつ売上の成長を勝ち取る戦略を推進

3.　業務用調理冷食売上高は概ね前年並みで推移しているが、売上高と利益に占める

　　新カテゴリー構成比は０３／３に比べ着実に集中化が進んでいる

５

業務用調理冷凍食品の新カテゴリー構成比
０３／３

68.5%

31.5%

73.6%

26.4%

新カテゴリー

以外

売上高

販売費

控除後

利益

０３／９

70.8%

29.2%

78.9%

21.1%

新カテゴリー

以外

売上高

販売費
控除後
利益

４



＜加工食品事業の戦略＞

単品別収益管理の進展が採算改善の原動力

1.　０２／３以降単品別収益管理を実施、０１／９から２年間で「即刻中止」はアイテ

　　ムカットを進め、売れ筋商品でも赤字の「問題児」はリニューアル時の商品設計

　　見直しによるコストダウンなどの対策を実行し「稼ぎ頭」への転換を進める

2.　新商品やリニューアル品開発時の目標付加価値率を従来より高く設定、商品

　　開発のハードルが高くなるが、利益率も年々上昇

3.　今後はさらに利益率のハードルを高める

営業利益
0 利益プラス利益マイナス

売
上
高

大

小

稼ぎ頭問題児

即刻中止 補完商品

19％

31％4％

46％
1％

8％
アイテム構成比

売上高構成比
84％

7％

単品別収益管理の４象限ポートフォリオ（０３／９）

５

アイテム数と売上高構成比の変化

21%
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65%

84%38%
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25%
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4% 1%
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＜加工食品事業の戦略＞

ニチレイフーズの製造コストダウンは新たな展開へ

1. ニチレイフーズ７工場の００／３比総原価削減は

上半期３．５％減で横ばい、チキン原料高騰の影

響を調整すると実質的には４．３％に相当するが、

原料購買などの従来手法だけでは限界も

2. 下半期から新たに主力商品のコストダウンに取り

組む

①商品毎に組織横断の数プロジェクトを編成

②各プロジェクトは６ヶ月間で完了、テーマ毎に

００／３比製造原価３０％削減を目標とする

③開始当初に原料から製造・技術・労務など費

目別に具体的な改善内容を設定、取り組む

④順次大型商品やニチレイフーズ７工場以外にも拡大

６

【上半期取組んだ事例】 業務用「春巻アイテムＡ」０３／３比２１％（３億円：年間）原価削減
<１> 工程管理の改善によるコストダウン（削減効果：全体の３６％）

不良品発生率削減、ラインの停止時間削減、原料購買価格の引き下げなど

<２> 商品規格変更によるコストダウン(削減効果：全体の４２％）
包装規格の簡素化により包装材料費を削減、工程も簡略になり省人化に

<３> 製造ラインの集約による単位当り固定費削減（削減効果：全体の２２％）
従来は博多・白石の２工場で生産していたが、博多工場に生産を集約

　　 白石工場には生産量が少なく東日本中心に販売する業務用春巻数アイテムを博多から移管

注：従来の総原価には工場物流費を含んでいたが、
　　加工食品の物流再編に伴い今期から工場在庫が
　　なくなり工場物流費が発生しない、上の表では
　　計画値・実績値ともに工場物流費を００／３に
　　遡って控除し算出し直している

ニチレイフーズ７工場の総原価削減の進捗

-2.6%

-3.5%

-3.1%

-6.0%

-5.0%

-4.0%

-3.0%

-2.0%

-1.0%

0.0%

００／３ ０１／３ ０２／３ ０３／３ ０４／３

決算期

削減率

中期経営計画

実績

ニチレイフーズの総原価の
００／３対比削減率目標

中期経営計画

-3.5%

-4.3%



水産事業の戦略　　水産事業の戦略　　



水産事業の売上高と営業利益推移

1,000
1,0681,0591,124

7

-2
0

300

600

900

1,200

01/3 02/3 03/3 04/3E

-10

0

10

20

売上高

営業利益

決算期

単位：億円

単位：億円

＜水産事業の戦略＞

水産の環境は引き続き厳しいが採算の改善に注力

1. ０４／３下半期も主力商材のうち「たこ」や「かに」は低調な取扱い推移となる見

込み

2. 一方でえびなどその他の魚種はすでに安値圏にあり、今後は徐々に取扱いが

回復するものと見込む

3. 通期でも営業赤字が避けられないが、０３／９を底として採算の改善を進める

4. このところ商品回転率の低下も著しく、下半期は在庫水準の適正化を進める

5. こうした厳しい環境の中でも、水産事業の戦略的得意先としているスーパーや

食品卸などのユーザールートの取扱いを維持・拡大することで利幅が取れる軽

加工品の伸長を図る

７

注：

01/3と02/3は旧

食品セグメント

中の水産サブセ

グメントで営業

利益は開示して

いない、03/3と

04/3は新セグメ

ント



＜水産事業の戦略＞

ニチレイの水産は海外での優良な商材開拓が強み

1. 魚介類に対する消費支出金額は１９９２年と

比較すると３０％減の水準、食生活の魚離

れもあるが、加工食品や惣菜に加工されて

消費されるものが増加していると考えられる

2. 当社の事業は主に海外で漁獲・加工される

水産物を輸入し日本国内で販売する流通業

3. 海外での優良商材開拓力が強み、２００海

里漁業専管水域規制以前から漁労を持た

ない事業基盤の特色で海外での水産資源

開拓を進めてきた

4. 当社が世界から調達する業界優位の商材
西アフリカタコ 業界トップ

グリーンランド甘えび 業界トップ

カナダ数の子 業界トップ

ベビー帆立・帆立貝柱 業界トップ～２位

ロシアタラバかに 業界２位

アラスカ・カナダズワイがに 業界３～５位

北米筋子 業界２位

中南米えび 業界トップ～２位

東南アジアブラックタイガー 業界２～３位

北米銀鱈 業界３位

　　　　（ニチレイ推計） ８

　各社の水産部門売上高03/3期（単体ベース）　
　　　　　極洋 　　 　　８９６億円　
　　　　　ニチロ 　　６５６　　
　　　　　日本水産 １，２００
　　　　　ホウスイ 　　２１２　　
　　　　　マルハ　 １，６５０　　
　　　　　ニチレイ １，０８６

ニチレイが世界から調達する主力商材

１世帯当たり消費支出金額の推移（１９９２年を１００とした指数）
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出所：総務省「家計調査年報」

出典：みなと新聞、
　　　　ホウスイは決算短信



＜水産事業の戦略＞

需要の変化に応じ資本効率の高い事業運営を追求

1. 当社の水産事業の売上高は９８／３以降漸減傾向

① 魚介類への消費支出減少の影響

② 商品在庫を中心とした使用資本の圧縮策に伴い、取り扱いを当社の優位な魚種に

絞り込み資本効率の高い事業運営を志向

2. さらに現在の水産事業の重点戦略は、従来からの水産卸売や加工業者ルートに加え　

スーパーや外食・食品卸、ＣＶＳベンダーなどのユーザールートの取扱いを拡大し、素

材への加工度を上げることで付加価値率向上を図る

９

販売先業態別商品売上高（ニチレイ単体）
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０２／９ ０３／９ 決算期

単位：億円

水産卸売・加工業者向け

スーパー、食品卸などユーザールート

▲１０．４％の減収

▲２１．９％の減収

水産事業商品売上高と商品在庫の推移（ニチレイ単体）
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低温物流事業の戦略　　低温物流事業の戦略　　



04/3E　５７億円

保管型－１２億円

共通－６億円

３ＰＬ－１億円

欧州＋３億円

流通型＋４億円

03/3　６９億円

50 55 60 65 70 75 80 億円

低温物流事業営業利益の対前期比増減要因

＜低温物流事業の戦略＞

低温物流は保管型の業績改善が喫緊の課題

1.　保管型は大口荷主撤退の影響と地方冷蔵倉庫の空洞化が響いて今期は減益、

　　徹底した集荷で在庫量の減少に歯止めをかける、中期的には構造的改善策を

　　検討中、詳細は改めて発表を予定

2.　流通型では新しいビジネスモデル『センター前センター』の最初の拠点が０５／３

　　上期に稼動開始、物流効率化に悩むチルド加工食品メーカーの大きな潜在ニー

　　ズを掘り起こす

3.　３ＰＬは期初計画比で進捗に遅れもあるが、受託業務が今後続々と開始予定

4.　欧州事業は引き続き順調に推移、上海での流通型は０４／１に業務開始

１０

注：01/3と02/3は旧
　　セグメント、03/3
　　と04/3Eは新セグ
　　メントで、本社費
　　の配賦基準や
　　セグメントに含ま
　　れる子会社に
　　相違がある

低温物流事業の売上高と営業利益推移
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112 146 166 178

69 87 108 125
5622132
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＜低温物流事業の戦略＞

大口荷主撤退と地方冷蔵倉庫不振への対策に注力

１１

保管型営業利益の要因別前期比影響金額（単位：億円）

要因 ０３／９の状況
０３／９
中間期

０４／３下期の状況・施策
04/3

通期見込

大口荷主の撤退が早まり、影響額が拡大 -6 大口荷主撤退の影響が継続 -14
（関西地区） （関西地区）

空スペースへの集中搬入による収益力回復 食品卸物流センターの物量が増加

代替業務の食品卸物流センター稼動が効率化 冷食物流センターの稼動が安定化へ

冷食物流センター化移行の一時的経費増

（関東地区） （関東地区）

冷食物流センター化移行の一時的経費増 冷食物流センターの稼動が安定化へ

関東余剰庫腹廃止（庫腹集約による在庫率増）

環境改善による輸入量回復も輸入制限が発動 輸入制限により在庫の回復が停滞

搬入量増加も在庫は微増 既存荷主貨物の安定的集荷継続、現状維持

輸入貨物が首都圏に集中 競争力ＵＰのため更なるローコスト体制構築へ

顧客の在庫圧縮が進展 構造的改革策進行中

関西地区大口荷主撤退スペースへの貨物集中 老朽化事業所の廃止・資産売却

廃止事業所の一時的支出等

荷役収支改善 地方での物量減による減収 -1 物量に合わせた作業シフトを実施 -1
減価償却費の減少 +2 +4
営業利益に対する

前期比影響額

+0 +0

-4 -6

+0 -2

-8 -12

①大口荷主撤退影響

②港湾地区貨物

③地方冷蔵倉庫

④その他の要因

-2 +1

+3 +6



＜低温物流事業の戦略＞

大口荷主撤退の後荷は確保が進み始める

1.　冷蔵倉庫業界は、ポテト・ほうれん草・豆類などの農産品や、さけ・すりみ・たこ

　　など水産物が前年比輸入減の一方、畜産物は微増に留まり在庫量が漸減

2.　当社では昨年・今年の大口荷主撤退の影響を除くと、在庫量の減少には歯止

　　めがかかり始めている

3.　当社は当面、大口荷主撤退後の空き庫腹を埋めるため、水産物などスポット

　　保管需要を取り込み在庫水準の底上げに努める一方、中期的にはチルド加

　　工品の仕分けや他メーカーの冷凍食品など新たな分野に取り組んでいる

１２

注１：０２／３上期の実績値を100とした指数表示
注２：業界は全国の営業冷蔵倉庫（日本冷蔵倉庫協会資料）

冷蔵倉庫在庫量の推移
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＜低温物流事業の戦略＞

中期的には輸配送を伴う物流へ、余剰庫腹は廃止

保管型は中期的に下記の施策を実行し業績の立て直しを図る

① 今後も市場の拡大が相対的に見込める分野、具体的には冷凍食品メーカー・外食産業・

チルド食品メーカー・大手小売業などを顧客とする、輸配送を伴う物流拠点の受託を推

進する

② 老朽化し現状の運営では資本効率が低い拠点を廃止し、資産の売却を進める

③ 貨物の首都圏集中による地方冷蔵倉庫の空洞化に対しては現在構造的対策を策定中、

別の機会に詳細の報告を予定

営業冷蔵倉庫品目別入庫数量の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 暦年

入庫数量：千トン・・容積

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
消費量：千トン・・重量

その他

農産素材品

畜産素材品

水産素材品

冷凍食品及び
加工品
冷凍食品消費量

入庫数量は国土交通省「倉
庫統計季報」より、消費量は
日本冷凍食品協会調べ
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流通型事業の売上高と拠点数推移
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＜低温物流事業の戦略＞

流通型は堅調、イオン様向けは新たに３拠点

1.　流通型では既存のイオン様向けセンター

　　が利益改善中、その他のセンターは引き

　　続き順調

2.　イオン様向けセンターの新設は０５／３期

　　に２拠点、０６／３期に１拠点が決定

（イオン様向けセンター今後の稼動予定）

京都センター　　 　２００４年１０月

盛岡センター　　 　２００５年１月

北関東センター 　 ２００６年３月期中

※これまでに稼動しているセンター

仙台（01/7）、静岡（02/11）、四国（03/1）

０６／３はイオン様北関東
センターが稼動を開始する
ほか、規模が大きい京都
センターも通年稼動し売上
高が大幅に増加予定、
一方小規模の既存拠点１ヶ所
を廃止予定で、拠点数は横ば
いの見込み

１４



＜低温物流事業の戦略＞

チルド食品メーカーは物流コストの削減に悩む

1. チルド食品メーカーは小売業の物流センター設置で店舗への直接納品が不要に

①地場以外への販路拡大が可能となった

②自社の物流機能見直しのきっかけに

2. 一方でセンター納品の拡大や販売単価が下落する中で物流コスト削減が課題

①チルド食品は生産から納品のリードタイムが短い

②同一時間帯に集中的に多数のセンターへ納品が必要

3. 市場規模は推定７兆円、共同一括納品

でメーカーのニーズ掘り起こしが可能

①卸が介在しない直取引が主流

②地場の中堅業者も多く販売エリア

拡大にも貢献可能

4. ドライ加工食品ではメーカーの納品物

流効率化を狙いとして、大手卸２社が

共同した取り組みや、メーカー同士の

共同配送・納品の事例が増えている

食品製造業におけるチルド温度帯製品の内訳

飲用牛乳等
17%

水産加工品
15%

畜産加工品
15%惣菜・弁当等

7%

農産加工品類
7%

菓子類
6%

酪農製品
6%

調理チルド食品
5%

めん類
5%

その他
17%

販売金額
７兆円

出所：農林水産省（平成９年）
　　　  加工食品流通動態調査
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＜低温物流事業の戦略＞

センター前センターはメーカー物流を効率化

1. ニチレイは、チルド食品メーカーからの商品を、低
コストで小売業物流センターに共同一括納品する
センター前センターを０５／３上期に事業化する

2. ニチレイは主要大手小売業のセンターを運営して
おり納品先の要件を熟知している

3. センターから店舗への納品車輌８００台が有効に
活用できるうえ、名糖運輸との提携を通じて効率
的な車輌運用も可能

4. ０５／３にはチルド食品メーカー２０社のセンター配
送業務を受託、通過高３６０億円を目標に、将来的
には拠点の追加や既存小売センターの活用も図る

N
T
R

メーカー物流拠点

小売業物流センター

センター前センター

センター前センターによる物流効率化のイメージ

ニチレイ運営
小売業物流センター

関東地区の量販店物流センター６４ヶ所（うち
当社運営は１０ヶ所）ＣＶＳ物流センター６０ヶ所
その他卸等２３６ヶ所　合計３６０ヶ所

納品時間別
●量販店・・・18：00～24：00
●CVS・・・　　13：00～16：00
●その他
　　　　　　　　配送センター

１６



参考資料　　参考資料　　



＜新カテゴリー戦略について＞

差別化実現へマーケット×メニューで戦略明確化

1. 「マーケットとメニューの組み合わせで」で、カテゴリーを設定（新カテゴリー）

目的：「利益成長を実現する活動」に直結した「戦略単位」を設定し、経営資源を集中する

チキン 米飯 中華 食肉加工品 コロッケ類 水産調理品 ・・・

　
市
　
販
　
用

　
業
　
務
　
用

従来のカテゴリー 新カテゴリーの考え方
３大戦略カテゴリー

メニュー

マ
ー
ケ
ッ
ト

商品群の括りが大きかった

マーケットの括りが大きかった

ステップ１…単品収益管理に基づき戦略方針を設定

ステップ２…市場分析に基づき拡販余地を分析

2. 各カテゴリーの機会・課題を抽出、
　 収益改善策を設定

ステップ３…自社強み分析（生産設備・技術・素材）に

　　　　　　　 より実現可能性を評価

ステップ４…上記２と３から重点カテゴリーを３０種抽出

ステップ５…各々の戦略ポジションを設定　「拡大」：売上高の増加により利益成長を狙う、７カテゴリー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「改善」：コストダウンにより利益を改善、１４カテゴリー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「開拓」：今後開拓を進めて将来の金のなる木に、９カテゴリー

１ ２ ３ ４ ‥‥ ３０

鶏唐揚・焼き物 ハンバーグ ハンバーグ ピラフ類 ‥‥ ゼリー類

家庭用
● ●

惣　菜
● ●

外　食
● ● ●

給　食
● ●

位 置 付 け 拡　大 拡　大 拡　大 改　善 開　拓

既存品の
コストダウン
(国内）

◎ ◎

既存品の
コストダウン
(海外）

◎ ◎

高付加価値
商品の投入 ○ ○

商流費率の
低減 ○ ○

新商品
投入 ◎ ◎ ○ ○ ◎

営業資源の
集中 ○ ○ ◎

　
利
　
益
　
率
　
向
　
上

売
上
高
向
上

括りが大きく戦略が混在
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＜新カテゴリー戦略について＞

新カテゴリー戦略は「カテゴリーＮｏ１」の進化形

全体シェアＮｏ１
商品カテゴリーの選択と集中

利益重視

２０００年８月 ２００２年４月２００１年１０月

売上重視から利益重視
に転換
工場の主力ラインを構
成し相対的に利益率が
高く売上成長が見込め
る「チキン･米飯･中華」
の３大戦略カテゴリーへ
の集中を高め、主力工
場の稼動が安定

カテゴリーＮｏ１戦略 新カテゴリー戦略へと進化

単品別収益管理が実
現
アイテム削減、商流費
削減とともに「３大戦略
カテゴリーの中でも低
収益な商品」「戦略カテ
ゴリー以外の高収益な
商品」など単品レベル
の収益性が明確に

マーケットの業態とカテゴリーを細
分化した「メニュー」を組合わせ、キ
メ細かな新カテゴリー戦略を設定
単品別収益管理から得られたデー
タとマーケットの評価から拡販余地
と潜在収益力を分析し、各新カテゴ
リーの戦略ポジションを明確化、選
択と集中の効率を図り、各新カテゴ
リー毎に最適な施策を実行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全体シェアＮｏ１

冷凍食品全体の売上高
で国内Ｎｏ．１のキープ
が最優先課題

単品別収益管理スタート

売上重視

冷凍食品市場が拡大
女性の就業率増加などが
背景に

冷凍食品の市場成長が鈍化
家庭用はメーカー間の販売競争から値引販売が常態化
業務用は外食の業態間競争激化から価格引下げ要求が顕著

冷凍食品市場は二分化
価格訴求型量産品と質を重視
したプレミアム型商品が両立

〔冷凍食品の戦略変遷図〕

マーケット×商品の選択
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データ集

セグメント別売上高・営業利益の実績・見込・前回見込・前年実績

注：（Ｅ）は今回発表した見込、（前回Ｅ）は８月４日に発表した見込

１９

０３／９ (前回E） ０２／９ ０４/３（E） (前回E） ０３／３ ０４/３（E） (前回E） ０３／３

加工食品 871 925 880 865 866 835 1,736 1,791 1,715
水産 466 501 572 534 556 496 1,000 1,057 1,068
畜産 370 359 358 376 385 378 746 744 736
低温物流 585 607 568 564 612 561 1,149 1,219 1,129
不動産 40 38 32 36 44 34 76 82 66
食品卸売 714 762 703 0 0 707 714 762 1,410
その他 42 49 50 37 42 50 79 91 100
全社または消去 -301 -336 -300 -139 -153 -290 -440 -489 -590
合計 2,787 2,905 2,863 2,273 2,352 2,771 5,060 5,257 5,634

加工食品 42 43 44 33 32 38 75 75 82
水産 -5 0 8 3 10 -1 -2 10 7
畜産 6 4 0 4 3 5 10 7 5
低温物流 30 34 38 27 36 31 57 70 69
不動産 30 26 20 23 20 23 53 46 43
食品卸売 3 8 2 0 0 7 3 8 9
その他 7 5 4 6 6 3 13 11 7
全社または消去 -29 -27 -21 -24 -20 -19 -53 -47 -40
合計 84 93 95 72 87 87 156 180 182

通　期
単位：億円（単位未満四捨五入、一部で端数調整あり）

（営業利益）

（売上高）

中間期 下　期



当資料取扱い上のご注意

当資料に記されたニチレイの現在の計画、見通し、戦略等のうち、歴史的事実でな

いものは、将来の業績に対する見通しであります。将来の業績に関する見通しは、

将来の営業活動や業績に関する説明における「期待」、「計画」、「戦略」、「見

込み」、「予測」、「予想」その他これらの類義語を用いたものに限定されるもの

ではありません。これらの情報は、現在において入手可能な情報から得られたニチ

レイの経営者の判断に基づいております。このため、これらの業績見通しのみに全

面的に依拠して投資判断されることは控えるようお願いいたします。また、新たな

情報、将来の事象、その他の判断に基づき、常にニチレイが将来の見通しを見直す

とは限りません。実際の業績に影響を与え得るリスクや不確実な要素には、以下の

ものが含まれます。

①ニチレイグループの事業活動を取り巻く個人消費動向を中心とした経済情勢　　

　および業界環境

②米ドル・ユーロを中心とした為替レートの変動

③成長戦略とローコスト構造の実現性

④有利子負債削減の実現性

⑤偶発事象の結果　等　　

ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。また、

リスクや不確実な要素には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響

も含まれます。当資料は、あくまでニチレイをより深く理解していただくためのも

のであり、必ずしも投資をお勧めするためのものではありません。


